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附属小学校・中学校の授業事例から―．長崎大学教育学部教育実践研究紀要，１７：１３-１９.
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１．はじめに
本考察では，長崎大学教育学部令和元年度研究企画推進委員会プロジェクトに採択され
た課題『体育科・保健体育科における ICT機器を活用したパフォーマンス課題及び評価
の「見える化」』の一つである「思考力，判断力，表現力等の育成」について検討し，体
育科・保健体育科における運動観察能力のポイント化の必要性を示す。以下では，研究全
体の背景及び目的を述べ，考察の動機とする。
本プロジェクトの目的は，本学部附属小学校体育科及び附属中学校保健体育科の授業に
おける思考力・判断力・表現力等の「見える化」を図ることである。そのために，運動観
察能力の育成を主眼に置いたグループ学習の場でタブレット型端末（iPad）を用いるこ
とによってパフォーマンス課題及び評価の内容を学習者間で共有する。さらにその内容を
指導と評価の一体化に関連づける。
著者らは，これまでに附属小学校及び中学校との共同研究に取り組んできた１。その結
果，１２年間の系統性を踏まえた指導（学習）内容を見直し，「学びの地図～運動編～」を
構想することができた２。また，附属小学校及び中学校における「ボール運動系」の授業
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３ 久保田もか,他（２０１９）「ボール運動系」の学習から高まる運動能力の汎用性．長崎大学教育学部
教育実践研究紀要，１８：１１-１７.

４ 文部科学省（２０１７a）小学校学習指導要領.東洋館出版社．文部科学省（２０１７b）中学校学習指導
要領.東山書房.
５ 「可視化」は，ある特定の活動をヴィジュアル化して見せること（Visualization）であるのに
対し，「見える化」は，問題点を目で見て捉えられるように明確にするように取り組むこと（Visual
Management）である。詳細は以下を参照されたい。大野耐一（１９７８）トヨタ生産方式―脱規模
の経営をめざして．ダイヤモンド社.
６ 文部科学省（２０１７a）前掲書．文部科学省（２０１７b）前掲書.
７ 中央教育審議会教育課程部会児童生徒の学習評価の在り方に関するワーキンググループ（第７
回）資料（平成２１年１０月１７日）．なお，『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』では，「（各
観点に係る教師の意識）」において以下の課題が指摘されている。
○ 評価の観点について個別に見れば，…中略…「思考・判断」については小学校で約２６％，中
学校で約３０％の教師が学習評価を円滑に実施できているとは感じていないなどの課題も見られ
る。

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo３/００４/gaiyou/attach/１２９２２１６.htm
８ 今関豊一（２０１７）「思考力・判断力・表現力」とは．体育科教育学研究，３３（１）：３７-４２,３８．

から高まる運動能力の汎用性を検討した結果，学習者とボールとの関係の作り方，運動能
力や非認知（的）能力の学習，カリキュラム・マネジメントによる指導（学習）内容の体
系化の必要性，の３点が明らかになった３。しかし，実際に学習者がそれらの内容をどの
ように理解及び実践しているかについては不明確である。
特に，平成２９年改訂学習指導要領から一つの資質・能力として明確化が図られた「思考

力・判断力・表現力等」４は，学習者と授業者の間で共有しにくい面があり，「可視化」し
にくい力である。したがって，その力を可視化することが一つ目の課題となる。具体的に
は，体育科・保健体育科の授業において学習者が iPadを用いて自他のパフォーマンスを
記録して可視化する。その記録に基づいた情報をポートフォリオ化して「見える化」を図
る５。特に，中学校３年次から「運動観察の方法」を理解することが学習内容の一つに挙
げられているが，実際にその方法を学習する機会は少ない。したがって，本考察から運動
観察のポイント化の必要性を明示することによって運動観察の方法を運動実践と関連づ
け，「見える化」の学習が深まるようにしたい。この検討は，本プロジェクトを通じた小
学校から中学校までの１２年間を見据えた学習方法の提供にもつながると考えている。

２．「思考力・判断力・表現力等」の育成に関する問題点
２１世紀型能力の育成に向けた体育科・保健体育科における「思考力・判断力・表現力
等」は，小学校及び中学校学習指導要領に「運動や健康についての自己の課題を見付け，
その解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力」と説明されている６。この
「思考力・判断力・表現力等」を育成する授業は，「思考・判断させればよい」といった
考えに陥っているのではないかという批判がある。例えば，今関（２０１７）は『中央教育審
議会教育課程部会児童生徒の学習評価の在り方に関するワーキンググループ第７回資料
（平成２１年１０月１７日）』７を参考にしながら，現場教師が「思考・判断をどのようにとらえ
るのかがよくわからないという現状があるのではないか」と指摘している８。また，佐藤
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９ 佐藤善人（２０１８）陸上運動・陸上競技の授業づくりの可能性．体育科教育学研究，３４（１）：４４-５０,
５０．なお，高橋修一は評価の役割を「子どもに自己理解や自己認識を促す機能があるとともに，我々
教師の学習指導を改善するための役割もある．」と述べている．高橋修一（２０１８）新学習指導要領
における体育科，保健体育科のポイント．体育科教育学研究，３４（１）：３３-３７.

１０ 梅澤秋久（２０２０）新学習指導要領に対応したこれからの体育の評価の方法．体育科教育学研究，３６
（１）：５５-６０,６０．彼が主張している５つの成果は次の通りである。
・テーマ探究の運動学習場面（真正の学び）を客観的に振り返り，新たな学びの方向性を創出でき
る．（形成的アセスメントの実践）
・分業的学習で少人数ゲームでの役割が生まれる．
・動画は，振り返りツールであると同時にテーマ通りの活動（技能）」を Bluetoothによるデータ
提出をするため，テーマに没頭する必然が高い．（テーマに準じる活動から逃避しにくい）
・教師の目が届かない学習活動であっても，学習者が提出した動画とホワイトボードへの思考・判
断過程の表現内容（テーマに対する最適解及び次の活動での方向性）で教師アセスメントが可能
になる．
・ゲーム中等，真正の学び（技能）の様相を提出するため，技能テストが不要になる．

１１ 今関豊一（２０１８）思考力・判断力・表現力等の育成とアクティブ・ラーニング．体育科教育，６６
（４）：pp.１２-１６,p.１５.
１２ 三木ひろみ（２０１８）体育科で育むべき思考力・判断力・表現力等とは．体育科教育，６６（４）：pp.
１９-２１,p.２０．なお，彼女は表現力について「友達に自分の動きを改善するために必要なことを尋ね
ること，反対に自分が尋ねられたら適切な助言を与えることを可能にするのは，思考力・判断力を
助ける表現力である。」と説明している。三木（２０１８）同上雑誌，p.２１．

１３ 石田智巳（２０１８）思考力・判断力・表現力等は体育の中核になりうるか．体育科教育，６６（４）：
pp.２２-２５,p.２５．なお，彼は「『思考力・判断力・表現力等』は，『基礎力』としての『知識や技能』
を習得し，活用する中で身につけられるものであって，宙に浮いたような力が存在するわけではな
いことに注意が必要です。」と注意している。石田（２０１８）同上雑誌，p.２２.

善人（２０１８）は評価と評定の混同を指摘し，評価活動の中心が「子どもを評定すること」
になっている危険性について問題提起している９。一方で，梅澤（２０２０）は新学習指導要
領に対応したこれからの体育の評価の方法の一つに eポートフォリオ（ＩＣＴ）の活用を
挙げ，５つの成果が創出される可能性を示唆している１０。
また，雑誌『体育科教育』２０１８年４月号では「『思考力・判断力・表現力等』を育む体

育の授業づくり」が特集に組まれ，その課題や授業例が紹介されている。例えば今関は，
思考力・判断力・表現力等を学習の結果として身につけた力と捉え，「学習対象となる知
識に対して思考・判断・表現等を働かせる学習過程を組み立てることが肝要である。」１１と
主張している。また，三木は「体育や運動領域特有の『知識及び技能』を活用することに
よって未体験ゾーンに切り込んでいく『思考力・判断力・表現力』を発揮させることが大
切」であると主張している１２。なお，石田は「『思考力・判断力・表現力等』は，条件付
きで中核になりうる」と述べ，その条件を二つ示している。一つ目は，「体育科に固有の
内容を学ぶこととセットになっていること」であり，二つ目は，「『豊かなスポーツライフ
の実現』を念頭に置いたときに，運動学習のみならず，企画運営を自治的に行うこと，さ
らにはスポーツのルールや競争についても視野に入れた学習と能力形成が必要になるとい
うこと」である１３。
以上のように，新しく資質・能力の一つとして示された「思考力・判断力・表現力等」
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１４ 文部科学省（２００８）中学校学習指導要領.東山書房．文部科学省（２００９）高等学校学習指導要領．
東山書房．なお，中学校体育分野のダンスについては，平成２９年改訂学習指導要領から「運動観察
の方法」が追加されている一方で武道では削除され，「見取り稽古の仕方」に変更されている。文
部科学省（２０１７b）前掲書，p.１２３.

１５ 金子明友（２００２）わざの伝承．明和出版.
１６ 金子（２００２）同上書，p.４６０.
１７ 佐藤徹（２０１８）現象学的スポーツ運動観察論．大学教育出版社，p.５７.

の育成に関わる課題は，授業だけでなく，教科等の本質に関わる事柄として扱うことがわ
かる。特に，思考・判断しながら表現する方法の一つであるパフォーマンスは，体育にお
ける教科の本質である「体育の見方・考え方」と関連させながら検討する必要がある。学
習者のパフォーマンスは具体的な学習成果であり，評価にもつながる。さらには，自己や
他者の運動を観察する能力は，そのパフォーマンスと密接に関わり，「思考力・判断力・
表現力等」の育成に大きく影響を及ぼす。したがって，運動観察能力について検討し，そ
の能力の育成の必要性を示す。

３．運動観察能力を育成するための促発能力及び創発能力
平成２０年改訂の中学校学習指導要領では，体つくり運動とダンスを除いた運動領域にお
いて「運動観察の方法」などを理解することが知識として求められた。また，平成２１年改
訂の高等学校学習指導要領では，体育理論において「運動観察の方法」を理解することが
求められた１４。また，平成２９年改訂の中学校学習指導要領や平成３０年改訂の高等学校学習
指導要領では，中学校３年次から高校入学年次のその次の年次以降まで，「運動観察」が
学習する内容の一つに挙げられているが，実際に運動観察の方法を学習する機会は少な
い。学習者にとって学習活動によって得た知識や技能を活用して思考・判断し，表現する
ことは，知識及び技能との関係を明確化することにつながる。このように考えれば，運動
観察の方法の学習は，中学校第３学年から高等学校期までの４年間だけでなく，小学校期
から高等学校期までの１２年間をかけて段階的に学習していく必要があるだろう。特に，運
動観察の方法を知識だけで理解するのではなく，具体的な運動学習の場でその方法を実践
しながら学習する必要があるだろう。
学校体育における運動観察の研究は，主にスポーツ運動学分野によって蓄積されてい

る。例えば，金子（２００２）は，指導者に必要な促発能力と学習者に必要とされる創発能力
の必要性を検討している１５。促発能力とは，「他者の運動感覚能力を図式化させていく指
導者の能力」である。また，創発能力とは，「私の運動感覚の類似図式を統覚して，私の
動きかたの形態発生を可能にする能力」であり，学習者の能力と捉えられている１６。実際
には，この二つの能力は授業者と学習者双方の能力として位置づける必要があるだろう。
例えば，佐藤徹（２０１８）は，コーチや教師の養成においては，彼らが能動的に運動を観察
できるまで学習を進めることが必要であると指摘している１７。したがって，授業者も学習
者もその能力を理解し，自らの思考・判断・表現につなげる必要がある。

４．運動観察能力のポイント化
運動観察能力は，学習者の運動実践において直接的又は間接的に育成されるが，無意図
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図１．体育授業における運動観察の段階

  

 
 

 

 

 

 

 

   

 

 

１８ このような問題意識については，以下を参照されたい。佐藤徹（２０１８）前掲書，pp.７８-８０．高橋
浩二（２０１９）教員養成における体育学の位置づけを考える．日本体育学会体育哲学専門領域会報，２３
（２）：２-３.
１９ 文部科学省（２０１８）高等学校学習指導要領解説（保健体育編・体育編）．東山書房，p.６０.
２０ 久保田ら（２０１８），前掲著．

的・結果的に学習されているのが現状である。その原因の一つに，体育科・保健体育科の
授業者が運動観察の方法を学習しておらず，知識の紹介に留まっていることが挙げられ
る。例えば，大学の教職課程において中学校及び高等学校教諭免許（保健体育）を取得す
る学生は，教職課程認定に基準に基づき，「運動学（運動方法学を含む。）」を学修するこ
とが必須だが，小学校教諭免許を取得する学生は，教科及び教科の指導法に関する科目を
学修すればよいだけであり，運動観察について学習することができる機会は非常に少な
い１８。その結果，授業者が持つ知識の質はこれまでの運動体験や運動指導の体験に依存さ
れることになってしまっている。また，授業では上で示した運動観察の方法を扱うことに
限界が生じ，学習者の体験に依存してしまうことになる。例えば，平成３０年改訂の高等学
校学習指導要領解説（保健体育編・体育編）では，「『主体的・対話的で深い学びの実現』
において『運動観察のポイントを明確に』」することが記されている１９が，段階的な学習
が進んでいない現状では，その実現は難しいだろう。
以上から，運動観察についての学習を段階化して提案したい。そのために，まず，現状
の無意図的・結果的に学習されている段階を紹介する。それは，①授業者も学習者も運動
観察の対象を把握できない段階，②授業者による一方的な方法の紹介に留まる段階，③授
業者と学習者が各々で運動観察を行う段階である（図１）。

本考察では，図１の①～③までの段階に加えて，④授業者と学習者が協働して運動観察
を行う段階を提案したい（図２）。その特徴は，学習者が相互に「現実の運動」を観察し，
向かうべき目標が明示されることである。すなわち，学習者が互いに目指すべき目標が「現
実の運動」として現れ，目指される「運動の構造」が了解されるのである。この協働が，
学習者と授業者による「現実の運動」から「将来の運動」への更新につながる。著者らは，
すでに体育科・保健体育科における「学びの地図～運動編～」を作成している２０。授業者
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表１．パフォーマンスの「見える化」に必要な段階１

実践中の課題から「運動の構造」が「見える化」される。
目 標 の
再 設 定

「技の出来栄え」から「運動の構造」を了解することへの転換
自他の差異を自覚できるが，その対象は技の出来栄えが中心になる。

自他の段階
の 確 認

自他の差異を自覚した観察
他者との比較は可能だが，協働による学習は難しい。

他者の段階
の 把 握

他者の運動課題とそれに応じた観察
自己の現状把握は可能だが，他者との比較が難しい。

自己の段階
の 把 握

自己の運動課題とそれに応じた観察

Ａ）学習者は自他の運動観察の段階を自覚したうえで運動実践を通じた学習を展開する必要があ
る。

図２．運動観察の段階④及び学習成果としてのパフォーマンスの「見える化」

 

 

 

が地図の見方（目標や運動それ自体の特性）を提示し，身体運動の方法を示しながら学習
者と協働的に運動観察を行うことによって，両者の促発能力及び創発能力を育成し，学習
者の思考力・判断力・表現力等の育成へ活用することが可能になる。

運動観察の段階④は，授業者が評価する段階③から一歩進み，授業者と学習者との関係
作りの段階であり，協働的な授業の基礎段階でもある。だからこそ指導（学習）内容の体
系化を授業者・学習者の能力育成と関連付け，それによってパフォーマンスの「見える化」
を進めていく必要がある。そのためには，可視化された記録の問題点を把握できるように
する必要がある。以下では，「見える化」に必要な段階を３つ挙げ，運動観察の段階④と
関連づけを図りたい（表１から表３）。

表１の内容は，運動領域全てに取り入れることが可能である。さらに体育理論でもこの
内容を取り上げることによって，運動学習や運動の構造の理解にもつながる。
表２の内容は，ＩＣＴ活用と関連し，学習者のパフォーマンスをポートフォリオ化する
ことが可能である。さらに授業者による評価行動や学習者の自己調整学習にもつながる。
表３の内容は，サイクル化することによって運動やそれを支える能力を観察することが
可能である。その成果は学習者や体育科・保健体育科教員の能力育成につながる。
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表２．パフォーマンスの「見える化」に必要な段階２

記録・保存した媒体が「運動の自動化」へ発展する。
運動実践の内容の更新

学習の発展の明確化

自他の差異を自覚でき，他者との相互作用が活発化する。

相互の学習成果の確認
とパフォーマンスとし
ての「見える化」

自他の差異を自覚した「見える化」

他者との比較は可能だが，相互の学習は期待できない。

他者の学習成果の把握
とパフォーマンスとし
ての「見える化」

他者の学習成果とそれに応じた「見える化」

学習の状況は明確化するが，他者との比較ができない。

自己の学習成果の把握
とパフォーマンスとし
ての「見える化」

自己の学習成果とそれに応じた「見える化」

Ｂ）学習者は自他の学習成果をパフォーマンスとして「見える化」して記録・保存し，運動実践の
内容を更新することも必要である。

表３．パフォーマンスの「見える化」に必要な段階３

全員が同じルートでゴールに到達しない。
協働した運動観察
能 力 の 獲 得

小学校・中学校・高校・大学までに学習する運動の体系化

自己観察と他者観察の差異を自覚した「見える化」の設定，「共生」の視点に
立った自己理解及び他者理解（高等学校期への発展）

相互の差異を自覚
した運動観察能力
の 獲 得

自他の差異を了解するための視点を育成する必要性

身体や運動の構造の学習（生理学，運動学），運動実践についての学習（体育
実技），授業者の観察能力の学習（教科教育法）

授業者の運動観察
能 力 の 獲 得

教員養成課程における運動観察の学習の必要性

「学び方の学習」から「運動それ自体の学習」への転換，「学びの地図～運動
編～」及び羅針盤の活用

学習者の運動観察
能 力 の 獲 得

体育授業における「運動それ自体の学習」の必要性
Ｃ）授業者も学習者と協働して運動を観察する能力を獲得する必要がある。

以上のように，「見える化」を段階化することによって学習者や授業者がどの段階で運
動観察を行い，「見える化」しようとしているのかが明確になる。その点が明確になれば，
授業における学習目標や内容との関連づけもまた明確になる。

５．おわりに
本考察では，「思考力，判断力，表現力等の育成」について検討し，体育科・保健体育
科における運動観察能力のポイント化の必要性を示した。それは①～③及び④にまとめる
ことができた。

①授業者も学習者も運動観察の対象を把握できない段階
②授業者による一方的な方法の紹介に留まる段階



長崎大学教育学部紀要 教育科学 第８５号（２０２１）48

③授業者と学習者が各々で運動観察を行う段階
④授業者と学習者が協働して運動観察を行う段階

さらに，運動観察の段階④とパフォーマンスの「見える化」を関連づけ，「見える化」
の３段階を示した。

Ａ）学習者は自他の運動観察の段階を自覚したうえで運動実践を通じた学習を展開す
る必要がある。

Ｂ）学習者は自他の学習成果をパフォーマンスとして「見える化」して記録・保存し，
運動実践の内容を更新することも必要である。

Ｃ）授業者も学習者と協働して運動を観察する能力を獲得する必要がある。

今後の課題は次の３点である。それは，本考察で提案した内容の具体化，無意図的に学
習している運動観察能力の明示，個別の運動観察能力から汎用化した運動観察能力への発
展である。例えば，単元毎にどのような運動観察能力を獲得できるのかについて検討する
必要がある。また，学習者は授業者が意図しなくとも運動観察の方法を学習しており，そ
の内容が良くも悪くも学習成果に反映されている現状を明らかにする必要がある。さら
に，各運動領域に沿った運動観察能力を検討し，体育科・保健体育科において共通した運
動観察能力を明示する必要がある。
授業者の立場に立てば，この「見える化」を「見せる化」することについても検討する
必要がある。授業者は，授業中に学習者へ学習内容や目標を直接的あるいは間接的に「見
せる化」し，学習者に「見える化」しようと授業を展開している。そのためにＩＣＴ活用
や掲示，授業者の示範や学習者相互の観察によって「可視化」や「ポイント化」を図った
りしている。この「見せる化」までの段階を検討することによって，運動観察能力のポイ
ント化がさらに進むことが予想される。

付記１．本研究は，長崎大学教育学部令和元年度研究企画推進委員会プロジェクト（学部
長裁量経費）『体育科・保健体育科における ICT機器を活用したパフォーマンス課
題及び評価の「見える化」』の助成を受けて行われた。

付記２．本研究の一部は，JSPS科研費 JP１７K０１６３６の助成を受けて行われた。
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